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学習成果 

私は今回の韓国延世大学校への留学は二度目でした。昨年も私は同大学校に短期留学をし、その時は

私の韓国語能力はあまりにも未熟で、授業についていくのに必死でした。韓国語を、韓国語を用いた

授業で学ぶという経験を初めてし、語学学習においてもっとも重要なことは、読み書きができること

ではなく、話すこと、聞くことができることではないかと感じました。しかし、日本ではどうしても

韓国語を日常で耳にすることはごくわずかでした。そこで、今回ももう一度語学留学に挑戦しました。

今回の留学は昨年度より語学レベルの高いクラスに振り分けられました。そして、昨年度と同様、韓

国語による授業が行われました。最初はやはり、慣れない韓国語だけで行われ難しく感じましたが、

三週間の期間の間で、次第に韓国語という言葉自体に慣れ、教科書の中の初めて見る文法、言葉だけ

でなく、現地の韓国人がよく使う日常的な言葉なども効率的に学ぶことができました。私は日本での

座学による韓国語学習は基本的な読み書き能力のためにもちろん必要で、しかし、その次のステップ

として、語学を学ぶ際には、どうしても現地に赴き、その言葉に慣れ、座学の学習を超えた、話す、

聞くための学習とみなすことが重要ではないかと感じました。今後は、再び日本で韓国語をまず座学

として学び、そしてまた韓国で現地の方々と話す機会を自分で作り、積極的に韓国以後を学習してい

きたいと考えています。今回の留学は、語学学習のこの上ない刺激になりました。 

 

海外での経験 

海外に三週間留学することで、自分の海外というものに対する意識が変わったように感じます。日本

にいるときは海外と聞くと、ただ外国という印象しかありませんでした。しかし、今回の体験で、当

たり前のことでありながら、海外というのは自分の使っている言語は通じるとは限らず、自分がその

土地の言語を学習し使用しなければ、思っているちょっとしたことさえ相手に伝えられないというこ

とを実感しました。しかし、身をもってそのことを体感することで、語学学習の意欲が掻き立てられ

るように感じます。次回韓国に赴くときは、必ず今回以上に語学能力を上げ、より多くの自分の気持

ちを現地の言葉で表現できるように頑張りたいです。 

 

プログラム内容 

今回のプログラム内容は、午前は韓国語による韓国語の授業、午後は自由時間というものでした。午

前の語学学習は、さまざまな国籍を持つ人と韓国語という一つの言語を学び、授業の後も韓国語を自

分たちの公用語として用いて、日本では体験できない貴重な経験をできたと思っています。午後の自

由時間も、学校の人以外の現地の韓国の人と話す機会を作れて、韓国に行ったからこそできる経験で

した。 

 

進路への影響 

今回の留学で、韓国語を話す能力を必ず身につけるという目標ができたように思います。そのために

は、もちろん勉強が必要で、日本で教科書使って文法、単語を学び、再び韓国に赴くつもりです。そ

して将来は韓国語をマスターして、せっかく学んだ韓国語を利用できる環境の中で生活していきたい

と思っています。まだどのような形で、その環境を作れるかはわかりませんが、今回の経験は私の中
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で韓国語学習の大きな一歩になりました。 

 

이번 연세 대학교 유학 프로그램은 정말 재미있었어요. 

연세 대학 수업은 한국어로 진행돼 여러 나라의 사람들과 함께 공부했습니다. 

해외의 친구도 많이 만들 수 있었어요. 

장래는 한국어를 잘 하고 싶어요. 

앞으로도 열심이 공부하겠습니다. 

이 기회를 주고 정말 감사합니다. 

 


